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f;穂先で桜81丘と煉果串との℡岬を求め.エ粟町野

のJtm としては■界糧別 b:FtもZ;分していろ事

を旺BBした｡払こT_T.田野を捕r&していろ払加 科6)

ち管拝?irA,肝のtlf!.形状等が･ぱ醐 1に及はす影響1_/

Ji界雌雄 で比頼牧村して吸rtJ℡甘Jl改Llを只みた｡

村井Slにlt州した廿恥三六珊 廿で泣妬軍l'ト キソー

ケンを昏 】同は 025g 格2軌 王 0120gを t田当り

御 一日EDkgで正nL.煤軌 '.牧畑 加里と℡衣の=

妹齢 を010-03Ohrと封 hして2'=1榊当い COkg

で正押した｡事と火-JJ'班は工発雷冊 二晩より太し常火現

を附し,尤分に摂/比 ものを発火させ純良全社と腰繋

故との此やを1-1でぼ見やを?.わし頒現牡と店先11の弱

体を177に非はしてJB界勝取丑を沈めた｡

Jl 内管[=蛙もお琴

内野J)畑 .clエ篭て錦2lの六桝で帖を仲川した｡

(.I) 内 廿 の 炎 さ

従兵!⊥粟mt7に似 11された1勺幣のr<引ま 4mm が

火茄分であったが.之を 0,2.4.6,8mm の5塩田

内 †軍 兵 (mzzL) 8 d JL 2 CI

Ji界宅地 (g) 0.t3 0.t4 0.19 028 043

6)ち内研足を済叫に,tr押堤紬 を最ttZ二r(つて上の

成蛾をEUlこすると団 暮に,1こす如く内管勉 顎かナろに

牡ひEl押伍扮丑は3rdに沌少し埋り故曲Ek･･軌 .て-

q:姐にiEiづく,理経 ･imm 的廿は巾 24mm の親作

から2W tl)で如 引 Lちか打放任は ZImm な2iTJこ

′三少し9招け:あるのてT7校霞を iI.5mTTl迄類加ナろ

事に伎 り 丘EZm 長のrAltFが 2凪IiJ)ul架 ろ｡′よろに

6mml丸上では操究坤のI''d上は伐少なのlこ托してコ二n
J汲qffの15.から鎚めてィ､判T=為杓m lA_brrLm lJ''

最も適当であると考へ られ る｡之でJZ界煤8丑は杓

'26ft沖少III来ろ21,は相 は 04gを03gに洪少

してもむ文へなL｡

(bl 内 管 の 孔 在

的廿の中心には将火良若くは1且火野の火塩をぼ切Lこ

けへろ為血色 25mmの礼がある｡鋲て孔在の央なろ

令軸rJl腎にItてJF界他粉九を求め六の柿炎を村た｡tll

的肝炎 OzrLm とは 05111m のポーJL･鋲を址JIJLた｡

Sは挫て3であった.
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20mm姓は此性的に沖少するが 20mmが相中L=Rで

I5mm では越に榊加して氷る｡之は規掛の冊火面軌

がJlり過ぎろ脚 !と考へられるので孔を としては

2.0-15mmが粒Ilと考へろ｡

(C)IqTTの 汁質

点言 1mm孔G!30m の内甘を材文だけaI,Bl

■汲T ,̂i･LウJ.とだ化して第5aを行った｡Sは3で

之から頼めたせ界碓鰍 は9:の如し｡

P Jl 糾 Et包 TJL･ミュ ウ J.

ZL井≠!?t(ど) OJ9 019 O3I

印ちBlと伽 は印-だがTA,I･ELウ⊥のろ.著しく大き

いのは付文l=鋲ろむせで伸 二内野の軌 t砂合は 04g

と棲めて多く1.･ろ点を併せ考へろと,㈹ fIの坑聖

力犬なる醐 文科 +_ド1上すろ位内がもろ.

Jl f件に俵 もL;t

m の旭 では.内廿を一定にするm j:もろ21主と

して長さ4mm孔佼3zznlの頼Zl内廿を脚 】した,

(A) 甘 休 の 規蛙

内廿の堵合tl柑 l如 ;JiE死中に著しい影tb;もった

ので,常体村中の内応牧 Cr耳を変化して偵克耳栓求め

て見た.竹肘 i告発 35mrnの六や℡休を脚tJL内田

はim 上lJ 30mm の瓜に於けち肉作を似て黄はし

たoJ;HZはiR,btGl,及Tルiaク上の三唖を侠川し

交JLの枯恥 -2RのJF淋堤野故をffJた｡

Ir fl Lb JT JL■4Jは
H o】7m血 0.19g
舶 0 2･l ′ O Z8◆

砥 粒 022P O )い

TJLllAウ▲ 077* 032*

抄ち批張力大なる肋 :爆発確 上で恥 て之Lこ次ぎ

T '̂I▲クJ.がJilも不E的 J)｡柑発坤の点から考へて

何兼¶廿にTh IAウ･･･をti'FIlするのは砧めて不利で
ある〇m-の親切m廿でも肉11の火なる位tt卯煤扮丑

I王政下ナろので甲仲q)似 内机 上増発革に大きな彰雪

-_･一書へろ巾が年めらろ｡

rpISriQて3'Cもった,

.LH TTTIのdEb'tltt
工邦甘廿の此方ほは確 のノイマン劫邦を称 lけ ろ為

的瓢 こ凹んでA'.Lろがや純のものを作って形相二位ろ彰

℡なXJ>した,邦のtLdf!.性搾蛙扮丑は凹んでいる?.

Jrlのものが 0.19t･中底のものも Ol9g {･史兄を包

めるqfが川来なかった｡

Ⅳ 二丈内管故用℡戻す菅

以上架点したtF管.'i投て内野は_｢個をbEJfJL下向で

突放S･行ったが特に(～甘2肋を使用した二五的廿に旺
て中火tLで発火畑 を行った.四ち へ+ y-y ン

oiSL'を2同にZZ2相したJに光づ苑 さ 3mm の内野

を上向きに7JL.桝 を也tと文化Ly!に超言3mnl

の内管を下向きに入れて煉粉をⅠ舶L二対し 】OOL-gで

圧搾したものに放ては文中を*i)夫の成規を渦た｡

】■好 甘(ど) OIO OlS O17 020 025

薙 安 中(み) 25 20 35 W 95

EDちF:罪煤轍 は Oz9g'e4mm の内野2E3を任

用したものと同一で柑 こ祁羽1=点は托められ井＼L｡特

に内申を2侶IhIJナろ抑 lLl攻上一行排 へろ布にな

り不利でらち.上の破折では粗 と揮発串は雌 犬と

一重LSは3である-然し罪土が甘いOlOgでは促

Bi*_/皮持した特会上向とTFIJの内廿がぶつかって圧柑

圧力は柵 の輔 に事らLtlflされてはt別二は充か 二匹

力がはつてい1=いので頒兄や25'･'yL良い抜染'._,fLlして

居るがC1の成項とは.Bめられたい｡

V 4弗に封ナる考技

官天守管の漣発肥田は放つ1g火鞍の舶 こ内野
の中心孔をjZLつて雌抄に柑 すると頒宙は紫初伝蛙

(250-3CO叫fs)をたし非の丘LB生成カニ新でEE力が急敵

に上井するに撲って仙 lらほ渇 【2仰 -5,OOOr巾)

に移 り地 質は充分な仏力が与へられて光耀するもの

と考へられる｡然し横力が不光分な砂合には招き芝野は

完建せず央EEE.め.iSが聯 して中畑とTLろ｡

従来脈 の揮発に批て行ほれた研究鰍 を見 る と

F P BoⅥde'l氏はJGBJカJクで何兼の畑発を鞍彰

した史爆発は二段Lこ行ほれ,恭一血では250- 3CO巾

のぼ旗を生じ軒二枚で店先のT引JJtろ7JfS･包めてht

ろ｡又M Pntr)は市社正JJの下IC符兼が格段からは

苑に移ろ時m】せ洞思し-̂PuEが下ろに従って硬くなる

机 Ji:対に和子℡内に入れた岬は細めて早くなる頼苑

を8ル て居る｡故に抜取比が多くならに従ってLK勘の

撃亮も花くなるのでは粉は鮒 から比'Jfに煤発へと捗

I)共の枯梨は党glが相加ナろ布になる｡押由上は発中

と齢 との端緒はS三縄 の仙切な辿って相加するPTを

まEt抽 こr5める事がuI来た｡逆に可湖 の田廿は捉扮

鼓不足に一周すると瓜ほれろ｡

夫に横転の正対監カとは兇J二gtで考へて見ると∫一

於に火繁男の放映でろ甘合には躯汎化nの小さい現地

捷過度は大となろ｡†朴､ほETl色火茄をJJi付して丑脈

を作る牧分,圧伸Eu)が朗く挑 t瓜の小さい収用

矧 ま早くTLろ帆如 ;ある｡将火中の鼎常他姓も朋希的

に似 比血の小さい切断が1縫する為だとmほれて居

ろ｡文雄 茄でim 政 弘茄を芸血 ナろ郡はrfj雑であ

らが,中間にEE柑LEノ)の掛 L81駅は茄をiKく7lfに上.)

錨 に完楼させfTJろのも捌u?繋が亨泌 1.拙発近田に

番って光分TL横力を革瓜は類に与へろ21と必 ･.れろ｡

故lこ運匂のせ合でも正ZIJZ･加 てJ*加ナろl=従ってう染



98 工 ■ 大前 B 書 tE 軒 Jl台 か 2et

から雌LEに捗るに特馳 =長く1Lろから煙宅させるに必

垂TZ雌88が相加する的 と1=り,tE界埋別山 村 ZEI

L達に柁監IDBZ*台星す る｡第5tj)栢架も蜂を乃ZE指

圧カが JR局 30kg,50kg,ZCOIFと柑 するに捷

ひ甘7Eが湖qEと･なって野 ろ｡照るにi5袋茸､主監乃EE力

が臥 ･とeElほ の芳瓦力領 くならので糧斡7)JZi杓Zf力
が川-でも監掃き例が長くなるも切取.まま釧 こ正対さ

れろ瑞棚 78串は一位下するものと見ほれろ｡IⅧ 廿の

庇斗既ノ)･土大きい町 ℡の涙加 :戦くな･るので空べて

の如 ､ちni舛711土Ⅶ3汁 ろのカ:71利である｡

次に放生と男の牒卿碍 ら畑掛の煉力に亥Z聖きれろ｡

lV SIL叩hur･11毛は6日 25)mtlの和子符に比ElAlD
で磯城したナトリールをbサ町狩で屯螺させた札 ナ

トリ一ルのI'･)'j払出故EIのは〃 (堤辿 4,成OmAJ

をBめて掛ろ｡比の屯曝ZZiy J)杯だ.土 G H亡Ttberg

氏もtBbで,班))な℡廿で埼輸され伯ろと逮べ て伊

ろ｡又 ド lb､Tdcm 氏･三脚件のベントyゾトに田革

を加へた均分,kt初 35か･-'COmJ.の肋 屯 ろも,

正ちに僻 に捗るp-.屈 めて居ろ｡_tlPat.ry氏7)和
堤只a･こ伐るとの 1-09ピタIン酢を工安℡野でも

ぼさせ色々のl誰 に臥 ･た持一柳 的 t'タlンEtにt.i
する玲肘 枕 を月志した抜染.閉 3eTTl以下で('_追
伝空掛.Jt初LT)加.T･位退 2,ccOm/Sの廼変で潜行する

が 2rm 以枝は正奴の煉適 (3,500ms)に捗る｡然し

印 が 4-r･亡･t)に帯加するとR勿 ミ2,Z50m'dの迎

幹でL3宅すろう･Et捷D石釧三塚P_>すに l,3nmSの

通好で相方に丑山される｡出し7m 以上ではJと早杓

はしなくなる｡BlちFE*の相加する事は嘘も琴の受け

る世ノJz):淡IJけ ち抱月王となり,ヒタリン康は軌 ･様))

を受･ナた特は脳 が欄 に汝少してLL技の取 )は噂確

せT-に放り仙されろ｡甘東田tTが乍15Eをなすのも同一

辞典で糧や7増 力不実分なる1こ恥 か ;完燈せi'に底

部が填ろPL山である｡

(+?エ苅田竹の爆発を花火拓n lこ出世 した W

P叩mLLn(Pr∝ Ro) Sac l成,WLl,Z933) の弊Ja

に仏川王将廿が規喝する斗含.雌 が戟額する釣に榊

触 :故glして畑発生吐瓦斯の大部分が外部にIIlて行く

可ぐをZBめ'ELI!ろ｡

hJJ･_!株 の研究輸架に従へはTd兼甘甘の完磨Iは爆抄

の煉発が妨一作件となる｡朋 世が点火して出 から

適かにdt宅に捗る2SJ二は失づ甥現を包んで必ろ窄Zb;

丈夫で甘廿牡古土:完糧するim蜘 櫛 形を陀つ帝

王こ棚 とrrろ｡′点しLqや9)上鉄工L勺廿と℡体,下部は_

甘LtLだけに包まれているので,Ji伽 :抄 ･ち爆発に

itろ出現は内野と肝陣の粗安に弼怖する.先づ内℡に

放て考へろと先づ英の#む :臥 ･現題文革L..向上する

菅fib;.措■の略史もJt糊 相 は7'̂･'-ニケ▲の特

031ど.JnとJtjaでは0Ⅰ9gと汝少し珊 lこ仕る野書

が書しく讃IilLて灰ろ｡a:lこ℡掛二乾いてもuEJの事

が或tld.つ軸 で,相 7)抜取はTルミェr>_のJ8分

O･32g'免 .-olBg,ELii.JL_Oz6g と地 力D大き

い柵 用書界甘地 ;汝少し,且掃-単文でも内耳の

太いTFItgL蛭実軸 詞 上して屠る亡申ち内管と閑E椎

体のt!fIもLb苛中に兼しい彰菅を与へるホが肋 され

た｡

Ij:に(勺肝の形相こ政て考へて見ると現在7)も4)lt井

さ qmm Lかないので侶努の一野分しか也んでhtた

い.燃しl岬 の払 LW分は印 のi当曳);急泡に沖･yr
ろので(勺称DLt引-.拶瀬串に彰雫を及ぼす境である｡

内幣の長さを払々にで化した奔放の鮒 は点くなる鞄

偵発刊岬 で鴫桝煤粉丑は迎対談血税を辿って淑少し

JTL'に近づいて行く｡仰持水'd漁民 E火tも5号の｢頒

娘に叶｢ろ材Tlの硬さ｣でJ'イチャイナQT,拡 如 :鮮お

に敵ってt化すろ枇 発BBLて留るO町ち印 場 合

は 2,<COm月だが肉rT<mTnの輔 では 占,7COlrH

肉揮 135mm では 7JCOmB と喝加し辞21の独文に

伏ろ彰■S･辞めて尉る｡従って宮守でも同一現如 確

り立つJt由である｡

4:に的甘J)ル 王将火托J)火鮎 程 やにや火 r･ろ包括
となるので一組 上･Ztgとたるが,甘欠講一三噂ねJ)Jf

応生碇花giが北0)孔をinつi;退けて行くので孔荏J)A

きいl氾 Lt川-成瓦斯J)TE生冒加 ;上昇し僻くT=I)従っ

て蝕 から鎖で-捗るに時EBを弊すろ布とf_･りLS羅JP

もqtt=tらt.Feもろ｡英BBの括魚三孔宅b:小さくTLろ

に碓ひq押拶地 は加 的に.?少 L-Ipt･-..fミし孔

超 2mm :I禰 小で 2mmll下になると71火輯放JiL火

魅の一部分しかBL現に越せねも.魚切の圧LM ･心の牝

が汝少する払Zli紛 な反正F･中 も々l)社くtE界JJ砂丘

カニ塀かナろものと瓜はれろ｡怒気匂菅でもr.1EI2mTTt

肘掛 こ鎚小魚が吐められた.

=n内管は蟻掛の接発は天分に行ほれると考へられ

るがば扮と1'BJm の顔恥 不充分な21爆幹のqJ)が充

分に相粥CE;J=加 王らないと風ほれろ｡袋投の山紫も=

認l勺冊三相lニ畑発革の向J･は随められたかった.

n =将火也の太さに内しては℡休と訂火tiの挿問が

多い玲ZZtZ;_qi盛花Piは外Sに盛げtLI十五が多く1=ろの

で噂火棟は太い現爆発林はrnJ上すろ啓で,尖E&の輪柴

もgT火tiの九 ･7E4界畑粉丑は波少して尉ろ｡肪itAの

瓜からも粁火中の太い担℡廿に翁して有利でもろから

鈷笥堺-托Lg火砲引捌 け べきものと考へろ.之を甲

すらlち床Li;生肋 :外雷に諾lテ出す丑を淡少ナろ事

と可甘脚 3:JI免する珪他 の砲塁したいt17ftナろ

のが舟も大切でもち｡
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3) Tht,hlTder一hc tzrlterl■L.AofdclOmtOttt.beorlzltleeC叩ls,ttlCSurereXplosIOh
"lilbc po5Slbte,Jt3taSI陀Etheerp!OslOnOftheCoppercLlp lSSurerthLulthAtof
theiIIumiZltlm
TherestillS､terenppllCdtothe一beoretJ亡aleq-atioユAadZLHo E -'5''coefBclentOt
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工 業 用 導 火 線 の 軽･焼 特 性

(昭 8124LPH IJJ8ロ 交 付)

日 野 f一巨碓 ･井 田 一 夫 ･山 都 駿 -

(ロ本能慈原映伸晃庚)

講 雷

光に相やした ｢工果IIJ恥 k現の地 相 ｣に放 た｡61ち将火鞍米絹からのgtuluス払 全召出すス丑

て弧 uした蜘 ;淡拾的に成立ナろことをtE研L を第-珪'爪=騒ig火切につき9;31し之がd:に好uiL

国=･ 弟 丈 銀 q*出dス観 象或｣

`止,〝玖碑実状且

た袖 丈と典く合iことを

mIこした｡次に伊l面をガス

のi由らぬようにテープにて

絶放した郷火映の楳長と費

伽 秒峠とを東田1しこの関

▲t 綿が瓜 魚式と一致 )~ろこと

をuFJにし枇 巡歴のUス圧

ソ)栢敗を決定した｡

Ⅰ 噴出ガスtの

･Zlj定ま

JA段鵜LRは団 lに77-汁｡

粂々ガス丑.油 uス血 ql

而uス丑を滴定することが

tu来ろ (本質没では脈 K

ス丑は河正しなかった)節

火堺の瓜火には魚火王を用

いた｡点火王の点火には屯




